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人権について学ぶ  ～思いやり、支え合う～ 

今年度は、「人権」について考える機会を例年より多く持たせていただいています。 

「人権」とは、「人が人として、社会の中で、自由に考え、自由に行動し、幸福に暮らせる権利」

のことです。「人権」というと小学生には難しいと思われるかもしれませんが、人権擁護委員の方

や、湯郷ベルの選手が言われた「思いやりの気持ちを持って」「みんなが楽しく過ごしている中で、

何人か『つらい』思いをしている人はいませんか？その人の気持ちを考えてやさしい言葉をかけら

れるといいですね。」という言葉を子どもたちはしっかりと受け止めて、自分なりに考えていまし

た。「みんなちがって、みんないい。」とよく言われますが、一人ひとりの違いを認めたり、自分や

お友達のよいところを見つけたりしながら、それぞれが大切な存在であることを知ることが大切で

あると考えています。 

 

６月５日に体育館で４～６年生が、湯郷ベルの４名の選手 

とサッカーボールを使ったレクリエーションやミニゲーム 

を楽しみました。楽しい時間の後に、選手からのメッセージ 

を受け取って、思いやりの心を学びました。 

子どもたちの感想より 

・選手が、「相手がいないと試合はできないから、負けても勝っても最後はみんなで拍手をして終わる。」

と言っていたのが印象に残っています。 

・「思いやりと協力」という言葉が一番印象に残りました。実際にサッカーをやって協力やチームプレー

が大切だと思いました。これから思いやりの気持ちを持ちたいと思いました。 

・ポジティブな言葉と「仲間を大切に」という言葉です。みんなで支え合うことは大切で、サッカーでそ

れをより深く学べた。 

・「好きなことをがんばってください」という言葉が印象に残った。人のことを考えて行動したり、失敗

したからって笑わず「大丈夫だよ」などと声をかけたりしたらいいと分かった。 

人権スポーツふれあい教室 

 

「人権の花運動」は、児童が「人権の花」を栽培することに 

より、命の大切さ、お互いの立場を考え協力し合うことを理解し、 

思いやりの心を育てていくことを目的とした取組です。 

５月１３日に「人権の花贈呈式」が行われ、６年生の代表が、 

人権擁護委員の方から種やプランター、土やじょうろを受け 

取りました。他の小学校から受け継いだ種をポットにまき、プランターに植えかえて、各学年で大切に育て

ています。小学校が花いっぱいになり、大切に育てたみんなの心もすくすくと育つようにと願っています。 

人権の花を育てています 



         

６月６日参観日アンケートより 

・救急法は、隊員さんのお話も

分かりやすくてよかった。 

・いざというとき動けるよう

に、毎年講習会はやってほし

いです。 

・落ち着いて授業が受けられて

いて安心しました。 

・紙よりまなびポケットに行事

予定があればすぐ見られるの

で助かります。 

→ホームページ「配布文書一

覧」に学校便りをアップして

いますので、参考にしてくだ

さい。 

＊毎回のアンケートへのご協力、 

感謝しております。 

地区別懇談会について 

地区懇談会では、多くの方に

大変お世話になりました。学校

の取組をお話させていただいた

り、登下校・地域での子どもた

ちの様子の情報交換をしたりと

有意義な時間を持つことができ

ました。また、登下校時のマナ

ー、クマやヘビの危険について

は、すぐに指導をさせていただ

いています。いただいたご意見

は、今後の参考にさせていただ

きます。 

＊クマ鈴を持たせたいというご

意見がありました。購買で販売

（１つ５００円）しています。 

 

６月１９日に、全校で「芸術鑑賞会」を開きました。大

道芸を披露してくださった大道芸人チャーリーさんは広戸

小出身とのことで、パフォーマンスも盛り上がりました。

「シャボン玉がきれいでした。」「机が浮くマジックや銀色

の輪が通るマジックがすごくて面白いと思いました。」「ど

れも面白かったです。」「チャーリーさんのおかげで元気を

もらいました。これからも応援しています。」「風船のミニ

オンやトトロがかわいかったです。」と子どもたちも大喜

びでした。 

芸術鑑賞会 

 

風船のパフォーマンスも大好評でした！ 


